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北海道向け
サイレージ用トウモロコシの病害対策と
品種選抜のポイント

はじめに

昨年のトウモロコシは、春先に低温・多雨で播種

作業が遅れ、初期生育は平年より遅れましたが、６

月以降は気温が平年より高く推移し、トウモロコシ

の生育は平年より明らかに早く進みました。作況も

良好でしたが、現地ではすす紋病が一昨年と同様に

各地で発生が認められ、過去に病気の発生が少ない

地域でも多発しました。また６月以降は高温に推移

したため、道央、北見、上川管内では黒穂病の発生

が目立ち、根釧地方では根腐病が多発しました。近

年の気象状況は非常に不安定で、自給飼料の安定生

産が難しくなっています。これを克服するために適

切な肥培管理と地域に適した品種選抜が重要です。

今回は北海道のトウモロコシにおける重要病害の対

策と当社の販売品種を中心に紹介します。今年の自

給飼料の安定生産の一助になれば幸いです。

◎北海道の重要病害とその対策

１．すす紋病

すす紋病菌はカビ：糸状菌によるもので、菌糸体

や分生胞子の形で罹病したトウモロコシの葉や包

皮、その他の植物部位で越冬し、それが翌年に飛散

し植物組織に感染します。感染初期は紡錘状で灰色

や黄褐色の病斑が下位葉に生じ、この病斑が上位葉

に拡大していきます。また分生胞子が風により運ば

れ遠くのトウモロコシの葉に移って病気が広がって

いきます。

主に低温・多湿状況で多発し、北海道では太平洋

沿岸や山沿いの圃場や曇りがちな天候が続くと発生

し易くなります。現在は抵抗性品種の利用が最も効

果的ですが、激発地帯では秋耕し、排水性の改善、

適切な施肥など肥培管理により軽減させることが重

要です。

＝すす紋病の対策＝

１．連作を止め輪作をする。

２．連作する圃場は秋耕して罹病した植物残査を鋤

込み分解する。

３．圃場の排水性を改善する。

４．窒素、カリを中心とした十分な施肥管理

５．抵抗性品種を利用する。

２．根腐病

ピシウム菌による病害で生育後期に茎葉が短期間

で枯れ上がり、雌穂が下垂します。罹病した個体は、
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稈の組織が破壊されているため、風により簡単に折

損が発生します。特に多湿状態で発生するため、秋

に降水量が多い年には、適期に収穫することが重要

です。適切な肥培管理により、比較的軽減が可能な

病害で、特に７５日～８０日の極早生クラスを利用する

方は抵抗性品種が少ないため、適切な肥培管理が対

策のポイントになります。

＝根腐病の対策＝

１．排水良好な圃場の選択や排水性の改善

２．窒素肥料や堆肥の多投を避ける。

３．カリを中心とした充分な施肥管理。

４．抵抗性品種を利用する。

３．黒穂病

黒穂病は土壌菌による病害であり、生育途中の軟

らかい組織や傷から感染します。トウモロコシの

稈、葉、雌穂、雄穂と多くの部位に罹病が認められ

ます。罹病した個体は最初に白いコブが発生し、こ

れが破裂し黒い厚膜胞子を飛散させます。特に連作

を続けると圃場での菌密度が増し、気象条件により

７～８割の個体が罹病する場合もあります。多発圃

場では抵抗性品種でも罹病の軽減は難しいため輪作

が一番有効な対策として挙げられます。

＝黒穂病の対策＝

１．多発した場合は３年以上他の作物を作付けす

る。

２．罹病個体を堆肥化しない。

３．窒素肥料の多投は避け、肥培管理に気をつけ

る。

４．抵抗性品種を利用する。

◎トウモロコシの品種紹介

すす紋病対策にはこの品種�
ニューデント８０日：ビビッド（Anjou２５７）

ビビッドは根釧地帯や十勝の条件の悪い地帯を中

心に、すす紋病抵抗性が好評です。当社の士幌試験

地では昨年、８月中旬には感受性品種に、すす紋病

の病斑が認められ、９月中旬には７５～８０日クラスの

ほとんどの系統で下位葉が枯上がりましたが（図

１）、ビビッドは、すす紋病の病斑の進展を抑え収

穫適期の罹病程度は他の品種より少なく、優れた抵

抗性を示しました。耐病性のレベルは当社の接種試

験でも明らかであり７５日～９０日クラスの中で最も優

れた抵抗性を示しています（図２）。すす紋病の発

２

／【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／雪印種苗／牧草と園芸　２０１１／２０１０　１月号　新年号／００１‐００６　高橋様  2010.12.15 19.



生が多い根釧地方では、８０日や８２日クラスを作付け

する場合にはビビッドをお勧めします。

昨年の根釧地方では根腐病も多発し問題になりま

したが、当社の転換畑の試験ではビビッドは根腐病

にも優れることが明らかです（図３）。

ビビッドは道東地方で、すす紋病が激発する地帯

に勧められ、根腐病にも優れることから道央・道南

地方の小麦の前作としても利用可能です。

大柄な草姿で、各地で多収�
ニューデント８５日：LG３２３５

８５日のLG３２３５は豊富な茎葉ボリュームと安定し

た実入りが道内各地で好評です。２００９年の公的委託

図１ ビビッドのすす紋病抵抗性（雪印種苗㈱、２０１０）

図２ 早生クラスのすす紋病抵抗性（雪印種苗、２００９） 耐病性に優れるビビッド：左側

図３ LG３２１５とビビッドの根腐病抵抗性（雪印種苗㈱、２０１０）

草姿が立派なLG３２３５
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試験の成績では標準品種に比較し雌穂はやや低収で

すが、茎葉が多収でTDN収量は畜産試験場で１１７

％、北見農試で１０３％と多収でした。またLG３２３５は

耐病性にも優れ、すす紋病抵抗性はリッチモンドよ

りやや優れ良好で、根腐病にもリッチモンドに次い

で優れています。

LG３２３５は十勝、網走、北見、上川地方の主体品

種で、従来のリッチモンドやLG２２６５では収量性や

耐病性に満足できない方にお勧めできます。また道

央、道南地方で早生クラスを栽培し破砕処理を利用

する方にも利用可能です。

すす紋病と根腐病に優れる７５日�
ニューデント７５日：LG３２１５（北海道優良品種）

LG３２１５はアップライトリーフで見栄えが良く、

雌穂を中心にTDN収量が多収で、北海道優良品種

に選定されています。

昨年は十勝管内のみでなく根室地方でも、すす紋

病と根腐病の罹病が少なく好評です。すす紋病抵抗

性はリッチモンド並で７５日クラスの中では非常に強

い抵抗性を示しています（図２）。また当社の試験

では７５～８０日クラスでは他の流通品種に根腐病に優

れた品種がない中でビビッドに次いで良好な抵抗性

を示しています（図３）。

LG３２１５は道北、根釧地方や十勝の条件の悪い地

帯に勧められる品種で、道東の小麦の前作に最適で

す。大柄な品種であるため根釧地方では１００００本/１０

a以上の密植栽培よりは８０００～９０００本/１０aでの利用

をお勧めします。

９０日クラスの耐病性品種�
ネオデント・アシル９０（北海道優良品種）

ネオデント・シンシア９０（北海道優良品種）

アシル９０は両親系統を長沼町にある当社北海道研

究農場で育成した自社育成品種です。種子親は大柄

なデント種で耐病性と耐倒伏性に優れ、花粉親は在

来のフリント種で枯上がりが早く、低温年の生育が

良好で、耐病性と耐倒伏性に優れています。この花

粉親と種子親を元に育成されたアシルは耐病性、耐

倒伏性に優れ、大柄な草姿で好評です。２００１年から

表２ ネオデント・アシル９０の成績（公的委託試験、２００１～２００３）

品種・系統名
初期生育 絹糸抽出 稈長 着雌穂高 熟期 生総重 乾物雌穂重 比 TDN収量 比 総体乾物率

９～１ � � �/１０a �/１０a ％ �/１０a ％ ％

十勝農試 ７月

ネオデント・アシル９０ ６．９ ３４ ２８１ １２６ 黄初 ７１１１ ８２４ ９９ １２５２ １１０ ２５．０

標準品種 ５．７ ３１ ２４９ ９３ 黄初 ６０２２ ８２９ １００ １１３７ １００ ２６．２

北見農試 ８月

ネオデント・アシル９０ ６．２ ９ ２３３ ９４ 黄初 ６９３４ ７７９ ９９ １１６７ １０４ ２３．８

標準品種 ５．８ ５ ２２０ ７５ 黄初 ６３３６ ７８４ １００ １１１８ １００ ２４．６

上川農試 ７月

ネオデント・アシル９０ ８．１ ２５ ２７１ １２５ 黄初～中 ７２１７ ９２５ ９８ １４０７ １０８ ２８．０

標準品種 ７．５ ２１ ２４７ ９５ 黄初～中 ６５２５ ９４５ １００ １３０２ １００ ２７．８

表１ LG３２３５の成績（公的委託試験、２００９）

品種・系統名

初期
生育

抽出期
稈長 着雌

穂高 熟度

生収量 乾物収量 TDN収量
総体
乾物率

雄穂 絹糸 総体 比 総体 比 茎葉 比 雌穂 比 総体 比

９～１ ８月 ８月 � � 表示 �/１０a ％ �/１０a ％ �/１０a ％ �/１０a ％ �/１０a ％ ％

道立畜試 ６/２５

LG３２３５ ８．０ １３ １２ ２４４ ９９ 糊初 ５６７６ １２９ １２８８ １２１ ９０８ １３５ ３８０ ９７ ８５１ １１７ ２２．７

標準品種 ６．０ １２ １１ ２３９ ９３ 糊中 ４４１６ １００ １０６６ １００ ６７３ １００ ３９３ １００ ７２６ １００ ２４．１

北見農試

LG３２３５ ６．７ １１ １０ ２６９ １１１ 糊後～黄 ７４７８ １１１ １９３０ １０５ １１５４ １１５ ７７６ ９３ １３３１ １０３ ２５．８

標準品種 ６．３ ８ ７ ２８０ １０７ 黄初 ６７２０ １００ １８３２ １００ １００１ １００ ８３１ １００ １２８９ １００ ２７．３
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２００３年の３ヵ年に十勝、上川、北見試験場で試験さ

れましたが、標準品種に比べ稈長が明らかに高く、

TDN収量は多収でした（表２）。また当社のすす紋

病接種試験ではビビッドに次ぐ抵抗性を示し極強

で、激発地帯でも充分利用できる抵抗性を示してい

ます（図２）。

９０日クラスは、アシルと同様に当社で育成したシ

ンシア９０も好評です。シンシア９０はより早熟で稈長

が短く耐倒伏性に優れています（図４）。

条件の悪い地帯では早熟性が求められるシンシア

９０が適し、十勝の条件の良い地帯や北見、上川管内、

道央、道南地方にはアシル９０が適しています。また

耐倒伏性はシンシア９０のほうが優れているため、倒

伏が多発する地帯はシンシア９０が適しています

（図４）。

早熟なデント種で安定多収�
ニューデント９５日：DKC３４－２０（北海道優良品種）

９５日クラスのDKC３４－２０は早熟で稔実性に優れ

たデント種の雌穂を中心に多収です。当社の２００９年

の長沼町、八雲町、芽室町の試験ではTDN収量は

標準品種並でしたが、子実収量は芽室町：１１６％、

長沼町：１０８％、八雲町：１２３％と各地で、多収でし

た。

DKC３４－２０のすす紋病抵抗性は、１００日クラスの

LG３４５７より優れ、道東地方でも十分利用できる抵

抗性を示しています（図５）。

DKC３４－２０は道央・道南地方の条件の悪い地帯

および道東地方の条件の良い地帯に適し、ごま葉枯

病抵抗性に優れていることから東北地方の条件の悪

い地帯でも利用可能です。

子実が極多収�
ニューデント１０５日：LG２５３３

１０５日のLG２５３３はすす紋病抵抗性とごま葉枯病に

優れ、道央、道南地方や府県の東北地方でも好評で

す。当社のすす紋病接種試験では１００日のLG３４５７や

１１０日のLG３４５８に比べ明らかに優れています

（図５）。また昨年、道央地方では連作圃場を中心に

黒穂病が発生しましたが、LG２５３３は他の品種に比

べ罹病程度が少なく、優れた抵抗性を示しました。

LG２５３３は道央・道南地方の主体品種で、LG３４５７

との使い分けは子実を中心に高カロリーを望まれる

方や耐病性を重視する場合はLG２５３３を、茎葉を含

めたガサを重視する方はLG３４５７の利用をお勧めし

ます。

ニューデント１１０日（LG３４５８）

１１０日クラスは耐倒伏性に優れるLG３４５８が好評で

す。２００４年は台風により当社の長沼の試験で標準品

種に６０％以上の倒伏が発生していますが、LG３４５８

図５ 晩生クラスのすす紋病抵抗性（雪印種苗㈱、２００９）

図４ ９０日クラスの耐倒伏性（雪印種苗㈱）

揃性が良いDKC３４－２０の雌穂

５



の倒伏個体は２４％で優れた耐倒伏性を示しました

（図６）。雌穂は早熟で草姿も大柄なため収量性に

も優れ２００９年の試験では標準品種に比べTDN収量

が長沼で１０５％、八雲で１００％と多収でした。

１１０日クラスはスノーデント１１０・LG３５２０も販売

していますが、LG３４５８はLG３５２０より早熟で耐倒伏

性に優れています。また、すす紋病抵抗性はLG３５２０

の方が優れているため（図５）、病気の発生する地

帯ではLG３５２０の方が適しています。

今回紹介した品種以外に当社では試作品種を多数

用意しています。興味のある方は最寄りの営業所に

お問い合わせ下さい。

表．トウモロコシ販売品種一覧表（２０１０）

種類 品種名 熟期 初期生育 早晩性 耐倒伏性 煤紋病 根腐病 ごま葉枯病子実収量 TDN収量 栽植本数
本/１０a 備考

ニューデント

LG３２１５ ７５ ８ ９ ７ ８ ９ ９ ９ ９ ８０００ 北海道優良品種

ビビッド ８０ ８ ８ ９ ９ ９ ９ ８ ９ ８～９０００

リッチモンド ８５ ８ ９ ９ ８ ９ ９ ７ ７ ８０００ 北海道優良品種

LG２２６５ ８５ ８ ９ ８ ６ ７ ７ ８ ８ ７～８０００

LG３２３５ ８５ ８ ７ ８ ８ ８ ８ ８ ９ ８０００

ネオデント

シンシア９０ ９０ ９ ９ ９ ８ ７ ９ ８ ７ ８～９０００ 北海道優良品種

アシル９０ ９０ ９ ７ ８ ９ ９ ９ ８ ８ ７～８０００ 北海道優良品種

ニューデント

DKC３４－２０ ９５ ８ ８ ８ ８ ８ ８ ９ ８ ８０００ 北海道優良品種

LG３４５７ １００ ８ ８ ９ ７ ９ ９ ８ ９ ８０００

LG２５３３ １０５ ７ ７ ９ ９ ８ ８ ９ ８ ８０００

LG３４５８ １１０ ８ ９ ９ ７ ８ ８ ８ ８ ８０００

スノーデント LG３５２０ １１０ ８ ８ ７ ８ ９ ８ ９ ９ ７０００ 北海道優良品種

※評点は９：極良好～１：極不良であり、煤紋病、ごま葉枯病は接種試験の評点ではない。

図６ １１０日クラスの耐倒伏性（雪印種苗㈱、２００４）
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